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安
心
・
安
全
な
毎
日
の
た
め
に

● 

消
防
豆
知
識 

●

①
枯
れ
草
な
ど
の
あ

　
る
火
災
が
起
こ
り

　
や
す
い
場
所
で
は
、

　
た
き
火
を
し
な
い

　
こ
と
。

②
た
き
火
な
ど
火
気

　
の
使
用
後
、そ
の
場

　
所
を
離
れ
る
と
き

　
は
完
全
に
消
火
す

　
る
こ
と
。

③
強
風
時
お
よ
び
乾

　
燥
時
に
は
、た
き
火
、

　
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と
。

④
た
ば
こ
は
、指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫
煙
し
、

　
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
す
と
と
も
に
、投

　
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

⑤
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。

　
わ
が
国
の
火
災
予
防
運
動
は
、ア
メ
リ

カ
に
な
ら
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
火
災
予
防
運
動
は
、

１
９
１
１
年
10
月
９
日
に
、ア
メ
リ
カ
合

衆
国
全
土
に
わ
た
っ
て
初
め
て
行
わ
れ

た「
火
災
予
防
デ
ー
」に
、そ
の
起
源
を
発

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
火
災
予
防
デ
ー
は
、１
８
７
１
年

10
月
８
日
に
起
こ
っ
た
シ
カ
ゴ
大
火（
１

万
７
５
０
０
棟
焼
失
・
死
者
２
５
０
人
）

の
40
周
年
に
際
し
、改
め
て
火
災
予
防
の

必
要
性
を
一
般
に
認
識
さ
せ
よ
う
と
、北

米
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ー
シ
ャ
ル
協
会
の
提

案
に
基
づ
い
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
３
月
１
日（
月
）～
７
日（
日
）ま
で
の
一
週
間
、春
季
全
国

火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。例
年
、春
先
は
空
気
が
乾

燥
し
、風
の
強
い
日
が
多
い
こ
と
か
ら
、山
火
事
が
全
国
各

地
で
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
山
火
事
の
出
火
原
因
と
し
て
は
、た
き
火
、た
ば
こ
、火

入
れ
に
よ
る
も
の
が
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。山
に
入

る
と
き
に
は
、火
の
取
り
扱
い
に
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

①
未
利
用
財
産
の
活
用

　
未
利
用
財
産
利
活
用
方
針
を
策
定
し
、未

利
用（
普
通
）財
産
の
有
効
活
用
、公
の
施
設

の
見
直
し
に
よ
り
、維
持
管
理
経
費
の
節
減

を
図
り
、売
却
・
貸
し
付
け
な
ど
に
よ
る
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

（
H
16
年
度
対
比
3
6
6
4
万
円
歳
入
増
）

②
財
政
の
健
全
化

　
平
成
18
年
に
策
定
し
た
持
続
可
能
な
財

政
運
営
プ
ラ
ン（
財
政
計
画
）に
基
づ
き
、危

機
的
な
財
政
状
況
を
回
避
し
、持
続
可
能
な

財
政
運
営
を
行
う
た
め
、歳
出
削
減
・
歳
入

確
保
に
努
め
ま
し
た
。

（
委
託
料
の
適
正
化
／
H
16
年
度
対
比
2
億

1
8
7
8
万
円
歳
出
減
）

③
公
の
施
設
の
管
理
運
営
形
態
の

　
見
直
し（
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
）

　
公
の
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、行
政

コ
ス
ト
、サ
ー
ビ
ス
水
準
な
ど
、官
民
の
連

携
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検
討

し
、指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
を
推
進
し
ま

し
た
。平
成
21
年
4
月
1
日
現
在
、1
8
6

施
設
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い

ま
す
。

（
H
16
年
度
対
比
1
億
1
1
2
2
万
円
歳
出
減
）

取　組　事　項
歳出の減または歳出抑制　H16年度対比（前年度対比）

（単位：万円）

合　 計17年度 18年度 19年度 20年度

職員定数の適正化
（西城市民病院技師職を除く）

職員給与の削減による
一般財源の確保

△１億4,139
△３億5,763

（△２億1,624）
△５億6,556

（△２億793）
△６億6,536
（△9,980）

△17億2,994

【内訳】

●一般職の給与削減（一般職：上段）

●特別職の給与削減（特別職：下段）
17・18年度 市長･助役･収入役･教育長の給与の減額
19・20年度 市長･副市長･教育長の給与の減額　

【内訳】

17年４月１日　職員数667人
18年４月１日
650人△17人

△３億722
△３億3,727
（△3,005）

△６億5,515
（△3億1,788）

△８億2,677
（△1億7,162） △21億2,640

19年４月１日
624人△26人

20年４月１日
599人△25人

21年４月１日
587人△12人

合計△80人

４月～３月
（△３億48）

△2,481
△2,715

（△234）
△3,803

（△1,088）
△4,101

（△298） △１億3,099

１月～３月
（△ 2,444）

△3,000
（△3,000）

△7,344
（△4,344）

△1億124
（△2,780）

△2億469

４月～３月
（△３億857）

４月～３月
（△１億6,466）

（△７億9,815）

（△2,862）（△674） （△561） （△932） （△696）

職員給与等の適正化

公社・第三セクターの運営の見直し

18年度　　　平成18年４月給与構造改革
　　　　　　（給与水準の引き下げ）
19・20年度　昇給の調整効果の継続

17～20年度　公社・第３セクターへの補助金等 

　
市
は
、平
成
18
年
３
月
に
行
政
改
革
の
指

針
と
な
る「
行
政
経
営
改
革
大
綱
」と
、そ
の

具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
示
す
実
施
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。（
対
象
期
間
／
平
成

17
年
度
～
21
年
度
）

　
行
政
経
営
改
革
大
綱
は
、財
政
の
安
定
と

市
民
の
幸
せ
づ
く
り
を
目
標
と
し
、「
顧
客

志
向
」「
成
果
志
向
」「
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
発

想
」と
い
う
民
間
の
経
営
管
理
手
法
の
視
点

を
も
っ
て
行
財
政
運
営
を
見
直
す
と
と
も

に
、顧
客
・
納
税
者
と
し
て
の
市
民
満
足
度

の
向
上
、職
員
・
市
民
の
意
識
改
革
、行
政
と

市
民
の
協
働
実
践
な
ど
の
内
容
で
整
理
し

て
い
ま
す
。

　
大
綱
・
計
画
の
趣
旨
に
沿
い
、平
成
17
年

度
か
ら
事
務
事
業
の
見
直
し
や
内
部
経
費

の
節
減
、行
政
組
織
の
再
編
、職
員
数
・
人
件

費
の
抑
制
、行
政
の
透
明
性
の
向
上
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。平
成
20
年
度
末
ま
で

の
主
な
内
容
と
財
政
効
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

そ
の
他
の
取
り
組
み

企画課企画調整係
鈎0824-73-1128

行政経営
改革の
進 捗 状 況

整備した展示パネルを「東地区ふれあい祭り」で活用

東自治振興区（庄原）

竹地谷自治振興会（口和）

八幡自治振興区（東城）

三坂地区自治振興区（西城）

中野Ⅰ区自治振興区（西城）

物置・展示パネル・視聴覚機器一式

芝刈機・草刈機・テント
グランドゴルフセット

発電機・照明設備一式
視聴覚機器一式・イベント用品一式

映像機器一式・除雪機

物置・テント・椅子・テーブル・掲示板

2,590,182

1,870,460

2,494,998

2,105,200

2,084,482

2,500,000

1,800,000

2,400,000

2,100,000

2,000,000

（円）

実施団体名 整備備品 事業費 助成額

宝
く
じ
の
財
源
で
地
域
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

備
品
整
備

自
治
振
興
課
自
治
振
興
係
　
鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
2
0
9

 
　
市
内
の
自
治
振
興
区
や
自
治
会
な
ど
が
、財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
平
成
21
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
、備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。こ

の
事
業
は
、同
セ
ン
タ
ー
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
健
全
な
発
展
を
目
的
に
、宝
く
じ
の
財
源
を
も

と
に
一
定
の
基
準
を
設
け
て
助
成
を
行
う
も
の
で
、

毎
年
10
月
頃
に
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
各
地
域
で
は
、活
動
基
盤
の
整
備
が
図
ら
れ
、地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
ま
す
。


